
令和４年度 １人１台端末の活用による実践事例 
学 校 名 岡山県立鴨方高等学校 

実践者等 仙田倫太郎 実践日 令和３年８月２６日 

実践場面 
（教科・科目（単元名）、学校行事等） 

現代文Ａ 

「新聞記事を読んで意見文を書く」 

対象生徒（学年等） ２学年（全クラス） 

育成を目指す資質・能力 □知識・技能 ■思考力・判断力・表現力等 ■学びに向かう力・人間性等 

分類 
授 業 中 

□クラウドやアプリの活用 □デジタルデータの保存    ■思考やデータの可視化  

□データの共有や共同編集 □対話を充実させる活用    ■思考を促す活用 

□表現を充実させる活用  □課題のやり取りと評価の支援 ■効率化や省力化 

■その他（     ） 

家庭学習 □振り返り □探究 □反転学習 □補習・定着 

実践の内容 

【授業】 
８月２６日に Chromebook で２年生全員受講の現代文Ａの Classroom に授業動画と Forms による課

題を配信した。８月の読売新聞にて連載されたコラム「＃しんどい君へ」を用いた課題作文であ

る。内容は芸能人やアーティストが自身の多感な青年時代の苦悩や挫折、そこから現在に至るまで

の軌跡を赤裸々に綴り、新学期を迎える子どもたちへエールを送ったものである。そのコラムを

Forms に掲載し、「印象に残った表現は何か」「あなたの大切な人が生きることに苦しんでいたらど

んな言葉がけをするか」「いじめに苦しむ人が 1 人でもいなくなるためには、どのようなことが必

要だと思うか。社会や学校、家庭の取組なども視野に入れて答えよ」などの設問を作った。文章読

解が苦手な生徒もいるので、Microsoft PowerPoint にて文章読解のヒントとなるスライドを用いて

自身の授業を Chromebook で録画し、Forms と同じタイミングで Classroom に配信した。生徒の取組

状況は７３名の割り当てに対して回答したのが１８名と、回答率は低かったものの、各々の個性に

富んだ記述内容が見られ、文集として紙面に載せ、新学期の授業時に配付した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【得られた成果】 
・「＃しんどい君へ」について書かれた文集を、生徒は興味を持って黙読し、相手を尊重する精

神や自己理解、他者理解の向上に繋げることができた。また、意見文を書くことで表現力を向

上させることができた。 

・紙面での回収よりも、集約が効率的にできた。 

【本時と家庭学習との連動】 

（本時前） 

（本時後） 
 

※授業配信の際に用いたＰＰ 


